
　　坊がつる讃歌に碑められた九重連山を歩く
　　知らないこと以外は何でも知っている、我こそものしり博士（ケペル先生）と豪語の隊員集合

9図

地名に玖須（くず）.、九重（ここのえ）、久住（くじゅう.）.とあり、読み方苦渋の選択

平成27年５月２２日～２４日

先発テント泊の姉さんと本日の宿泊先法華院温泉山荘で合流

空路福岡から高速バスで長者原登山口から、『坊がつる』をししゃも、いやめざします。



　　　　　　長者原からの岩場を抜け雨ケ池、坊がつるに出ます

金曜なのに木道わたり、大人なのにじゃり道を行く



　　　　右手に棒、左にツルを持てと言われましたが（受けねぇじゃないの）

　　　ミヤマキリシマは今は１～三分咲、10日後に満開

本日の宿泊先法華院山荘にて



　　　　２階の寝室から姉先生に朝5時30分撮影と手を振って見送られ大船山へ

３６０度パノラマ大船山頂上



　　　法華院山荘で荷物を持って目指すは久住山（天気予報１２時～雨）

前回神津島裏砂漠を彷彿させる自然の世界に茫然

雨となりました、インディアンと天気予報うそつかない、

　　　『姉さんお先にどうぞ』最初に昇って外された経験から私（深谷）ははしごは最後にのぼります



久住山頂上は大船山頂上とパノラマ甲乙つけ難し

　　　　　牧ノ戸登山口から竹田さん待つ熊本へ



　　　　　　竹田さん、１０月お別れ会の旗との再会、感激もひとしおと旗

翌日は熊本城、水前寺公園を案内していただきました

　上から『たけもん』『いえもん』『ふかもん』『ひでもん』そして下『ふるもん』 嫌われ『あねもん』不在


